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交運労協・連合「交通・運輸」部門連絡会 

2019春季生活闘争勝利3.6総決起集会を開催！ 

交運労協は、３月６日18時、田町交通ビル6階大ホールにおいて、連合

「交通・運輸」部門連絡会との共催で､「2019春季生活闘争勝利3.6総決起

集会」を開催した。 

集会は、木村敬一幹事（連合交通運輸

部門連絡会事務局長）の開会挨拶で始ま

り、集会議長に難波淳介副議長（交運労

協労働条件委員会委員長）を選出し、議

事を進行した。 

主催者を代表して住野敏彦議長は、

「交通・運輸・観光サービス産業で働く

人材の確保と育成は最重要課題である。そのために、賃金水準を引き上げ、

慢性的な長時間労働を是正することによって魅力ある職場環境を確立し、持

続可能な交通運輸産業を確立していかなくてはならない。交運労協は2019春

闘において、所定内労働で生計を営むことが可能となる賃金水準を確立する

ための闘いを展開するとともに、賃金水準の絶対値にこだわる取り組みとし

て、ミニマム賃金水準を設定して闘っていく。また、時間外労働の上限規制

が４月から施行されるが、自動車運転業務の猶予期間終了後の早期一般則適

用に向けて取り組んでいく」と挨拶した。 

来賓の逢見直人連合会長代行は、「2019

春季生活闘争の柱は二つある。一つは賃

上げであり、上げ幅だけでなく水準にこ

だわることによって格差是正を図ってい

きたい。消費増税も控えており、実質賃

金の獲得が必要だ。二つは働き方改革だ。

４月から時間外労働の上限規制が導入さ
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れるが、自動車運送事業が５年後に一般則が適用されるよう連合も取り組ん

でいきたい。今日はサブロクの日であり、労働組合の無い職場でも３６協定

が締結される仕組みを作っていかなくてはならない」と述べた。 

続いて、第25回参議院議員選挙において交運労協が推薦する、もりやたか

し、岸まきこ両候補者より力強い決意表明を受けた。 

 

その後、交運労協三役の紹介を行った後、髙松伸幸事務局長が2019春闘お

よび政策・制度要求の取組みについて報告を行った。 

続いて、４つの構成組織の代表者が決意表明を行なった。 

【交通労連：金子康之総務部長】 

現在、要求書提出と併せて職場実態を集約

しているが、年休の平均取得日数は年6.8日、

年５日未満の組合員がいる比率は回答組合の

８割に及ぶ。同様の環境にある未組織の同業

他社に対し、正に労働組合の出番である。規

制緩和による供給過剰とデフレ圧力を背景に、悪貨が良貨を駆逐する過当競

争に陥り、痛ましい事故の続発までに至った。足下では、深刻な人手不足が

長時間労働の是正を妨げている。 

日々の業務に誇りと責任を持って邁進している組合員の思いを結集して、

安心・安全の輸送サービスを安定的に提供し続けるために、働き方改革に着

実に取り組んでいく。 

【ＪＲ総連：熊谷茂組織・共闘部長】 

２月１日に開催した中央委員会で春闘の歴

史と伝統を守り、統一要求・統一闘争にこだわ

る方針を確立した。一つは、一律の賃上げと労

働条件改善。二つは、非正規労働者の正社員と

待遇改善、組織化。三つは、36協定の適切な締

結と長時間労働の撲滅、豊かな働き方の実現。

四つは、安全で働きがいのある職場環境の確立と年休が取得できる適正要員

の確保である。 
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現在、一律ベア6000円の要求を全単組が提出し、連日、職場集会や春闘集

会・セミナー・学習会を開催し、闘いを進めている。併せて、安全の取り組

み、一方的な休日出勤反対の取り組み、働き方改革に伴う取り組み、鉄道ネ

ットワークと地域の足を守りぬく闘いを進めていく。 

【航空連合：鈴木龍舞副事務局長】 

今春闘では人への投資の継続と拡大にこだ

わり、産業の付加価値の拡大と波及を取り組

みの中心に据えたうえで、四つの項目につい

て取り組み、産業の持続的な発展に必要な基

盤強化と職場の魅力向上を図っていく。 

一つは、賃金改善の流れを継続するとともに、ベアを軸とした月例賃金改

善と併せて産業における目標賃金の水準設定に取り組む。二つは、働き方改

革関連法の改正の趣旨と意義を踏まえ、職場の現状を改めて点検し、法を上

回るよう取り組むとともに、航空連合「総実労働時間縮減に向けた取り組み

指針」に基づく取り組みを進めていく。三つは多様な人材が働き続けられる

環境の整備で、四つはワークルールの遵守徹底だ。これら４項目を重点的に

取り組み、働く仲間の雇用と生活の安定をめざしていく。 

【全港湾：松永英樹書記長】 

全港湾は、第40回中央委員会で賃上げ・定年

延長などの労働条件改善要求と産別制度政策

要求の実現、雇用保障闘争など闘う2019春闘方

針を決定した。要求の二本柱として、一つは、

賃上げ額は交運労協のミニマム賃金水準を参

考に、基本給一律２万円とする。二つは、65歳

までの定年延長を要求するとともに、再雇用制度の充実など賃金も含めた労

働条件の向上を求めていく。また、昨年末から２月までに死亡災害が４件発

生しており、労災企業補償額の引き上げなど防災の取り組みはもちろんのこ

と若い人が魅力を感じられる賃金をめざしていく。 

具体的な闘いとして、３月13日から14日を中央統一行動日として、国交省・

厚労省を中心に行政に対して申し入れ行動を取り組み、要求実現に向け全力

で闘う。 

 

４名からの決意表明後、慶島譲治事務局次長が集会宣言（案）を読み上げ、

満場一致で採択された後、田野辺耕一副議長が閉会挨拶を行い、最後に住野

議長の「団結ガンバロー」で集会は成功裏に終了した。 

以 上 
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